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。

公益財団法人
兵庫県青少年本部

1対1の
お見合いを
紹介します！
お申し込みは

最寄りのセンターまで

〒６５０-００１１　神戸市中央区下山手通４-１６-３
TEL（０７８）８９１-７４１５　FAX（０７８）８９１-７４１８サポートセンター本部

神戸出会いサポートセンター（縁結びサロン）

I N F O R M A T I O N・ 伝言板

助成金情報

8月

7月

●申●問NHK厚生文化事業団「障害福祉賞」係
TEL03-3476-5955

URL　http://www.npwo.or.jp/

第19回NHKハート展
平成26年2月以降全国を巡回する､第19回
「ＮＨＫハート展」の詩を募集します。
作品規定　障害のある人が書いた100字程
度の詩(短くても可)｡テーマ自由､タイトル
要｡自作の未発表の詩に限る｡応募は一人5
編まで｡点字による応募も可能｡

選考数　50編
締切り　平成25年8月8日（木）必着
●問ＮＨＫ厚生文化事業団「ＮＨＫハート展」係
TEL03-3476-5955

URL　http://www.nhk-sc.or.jp/heart-pj/
art/heart/poemform/

2013年度「コラボ・アート21」作品募集中！
障害のある方々から絵画・陶芸などの作品を
公募し、入選作品を展示します。
応募資格　障害のある方で関西圏にお住まい
の方。個人・グループは問わない。

締切り　平成25年9月6日（金）
●問コラボ・アート21事務局
TEL080-5634-6500

URL　http://www1.kepco.co.jp/
kyousei/fukushi/art/index.html

　
東日本大震災復興支援
聞きたい伝えたいなんでも話隊
東日本大震災の影響で関西にお越しの方を対
象に開催します。
日時　平成25年7月20日（土）13：30～15：30
会場　花と緑のまちづくりセンター（明石市明
石公園内）

内容　参加者同士の交流、司法書士・臨床心
理士によるなんでも相談会など（参加無料）
●申●問兵庫県司法書士会
TEL090-1899-7209

平成25年度 介護支援専門員実務研修
受講試験対策模擬試験
主催　一般社団法人 兵庫県老人福祉事業協会
日時　平成25年9月16日（月･祝）10:00～16:00
会場　兵庫県私学会館4階 大ホール
受講料　兵庫県老人福祉事業協会の会員施設
の職員 3,000円、その他 1万円

締切り　平成25年7月31日（水）必着
●申●問中央法規出版株式会社 大阪営業所 
TEL 06-6351-9079

URL　http://www.hyogo-kenrokyo.jp/

福祉活動等に対する助成金の情報です。詳細は、
それぞれの問い合わせ先にご確認ください。
一般財団法人 松翁会
平成25年度 社会福祉助成金
社会福祉に関する民間の事業を対象に助成し
ます｡
対象　原則として法人､団体で以下の基準を
満たすこと①障害者の福祉向上案件・難病
案件・虐待防止案件を対象とする②明確な
企画に基づく事業で具体的な計画を持つ
こと③推進体制が確立しており､自己資金
の調達の努力をしていること など

助成金額　1件上限60万円（総額700万円）
締切り　平成25年7月31日（水）消印有効
●申●問一般財団法人松翁会 社会福祉事業部
助成係 TEL03-3201-3225

URL　http://shouohkai.or.jp/zaidanhojin
_shououkai/business/index.html

公益財団法人 みずほ福祉助成財団
平成25年度 社会福祉助成金
障害児者の福祉向上のための先駆的･開拓的
事業や研究に対して助成を行います｡
対象　社会福祉法人､特定非営利活動法人
等の非営利法人および任意団体､小規模作
業所等又は5人以上で構成の研究グループ

対象事業　障害児者に関する事業および研究
で､先駆的･開拓的事業および研究

助成金額　事業助成:1件15万円以上100万
円限度､研究助成:100万円限度

締切り　平成25年7月31日（水）必着
●申●問公益財団法人みずほ福祉助成財団 
　TEL03-3201-2442
URL　http://homepage3.nifty.com/
　mizuhofukushi/bosyu/bosyu01.html 

第48回NHK障害福祉賞
障害のある方､障害のある方とともに歩んで
いる方から､体験記録を募集します｡
募集部門　第１部門 :障害のあるご本人の部門
第２部門：障害のある人とともに歩んでい
る人の部門

応募規定　未発表の作品のみ､著作を職業と
している人の応募は不可｡字数は8000字
(400字詰め原稿用紙20枚)以内｡

賞　最優秀賞:賞状･賞金50万円･副賞､優秀
賞:賞状･賞金20万円･副賞､佳作賞:賞状･
賞金5万円･副賞､矢野賞:賞状･賞金20万
円･副賞

締切り　平成25年7月31日（水）消印有効
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29日･
8月26日
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2日

6日

22日

29日

福祉サービス利用援助事業生活支
援員研修会（新任）◆県福祉センター
県民児連主任児童委員部会全県研
修会◆神戸ポートピアホテル
介護支援専門員更新Ｂ・再研修◆県
社会福祉研修所
第１回権利擁護部会◆県福祉セン
ター
第１回地域福祉推進部会◆県福祉
センター
第１回市町社協活動推進協議会幹
事会◆県福祉センター
第１回福祉事業推進部会◆県福祉
センター
第１回社協マネジメント塾◆県福
祉センター
会計実務担当者研修（基礎編）◆県
社会福祉研修所
相談面接技術研修（初級・Ａコース）
◆県社会福祉研修所
経営協 第２２６回理事会◆県福祉
センター
コミュニティワーク基礎研修
◆県社会福祉研修所
社会福祉法人経営計画策定ゼミ
ナール（全４回）◆県福祉センター
第２回県内社協事務局長会議◆県
福祉センター
第５２回社会福祉夏季大学◆神戸
芸術センター
保育リーダーゼミナール（全４回）
◆県社会福祉研修所
県内社協会長会議◆神戸芸術セン
ター
会計実務担当者研修（実践編）保育・
措置コース◆県社会福祉研修所
新任職員ＯＪＴ担当者研修（基礎編）
◆県社会福祉研修所
会計実務担当者研修（実践編）高
齢コース◆県社会福祉研修所
チーム・マネジメントリーダー研修　
Ａコース（全４回）◆県社会福祉研
修所

行事予定
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特集
「ストップ・ザ・無縁社会」絆つなげる 明日へつながる⑫

地域における生活困窮者支援の課題を考える
「ストップ・ザ・無縁社会」 広がれ！全県キャンペーン

みんなでつくるひょうごの福祉

集落全員が家族のようにつながる場
～古民家を改修した地域拠点「なかや」の魅力～
まちとつながる･住民とつながる! 企業･NPOの地域づくりリポート

障害のある人たちの社会参加を応援
チャレンジド･クリエイティブ･プロジェクト
―株式会社 フェリシモ―
地域を駆ける！ ワーカー物語

支える人たちと共に学び、気づくことで、
その人に合った支援をしたい
社会福祉法人 三翠会 
特別養護老人ホーム さんすい園 前川 嘉彦さん
ひょうごの福祉NOW

みんなの広場

インフォメーション

P10

P11

P12

P6

P2

P7

P8

P9

この機関紙は赤い羽根共同募金配分金により発行しています。朝来市

7月は「“社会を
明るくする運動”
の強調月間」
だよ！



SPECIAL EDITION  特集

に
応
じ
て
必
要
な
支
援
を
提
供
す
る
体

系
と
な
っ
て
い
る（
図
1
参
照
）。

　
こ
の
よ
う
な
体
系
が
構
築
さ
れ
た
背

景
に
は
、生
活
困
窮
者
の
多
く
が
複
合
的

に
課
題
を
抱
え
て
お
り
、そ
の
解
消
の
た

め
に
は
包
括
的
な
支
援
策
の
提
供
が
必

要
で
あ
る
と
の
考
え
が
あ
る
。今
後
、具

体
的
に
支
援
を
進
め
て
い
く
際
に
、ど
の

よ
う
な
点
が
課
題
と
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

以
下
に
、県
内
の
三
つ
の
活
動
事
例
を
も

と
に
整
理
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
5
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
法
案
」に
お
い
て
、生
活
困

窮
者
は
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　
同
法
案
で
は
、こ
の
よ
う
な
生
活
困
窮

者
の「
自
立
の
促
進
」を
図
る
た
め
の
支

援
策
が
示
さ
れ
て
い
る
。特
に
注
目
す
べ

き
ポ
イ
ン
ト
は
、必
要
な
支
援
を
細
切
れ

に
提
供
す
る
の
で
は
な
く
、ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
の
窓
口
を
設
け
、必
要
に
応
じ
て一体

的
に
各
種
支
援
を
提
供
す
る
こ
と
が
体

系
と
し
て
示
さ
れ
た
こ
と
だ
。

　
具
体
的
に
は
、「
生
活
困
窮
者
自
立
相

談
支
援
事
業
」が
中
核
的
事
業
と
し
て
掲

げ
ら
れ
、自
立
支
援
計
画
の
策
定
な
ど
に

よ
り
各
種
支
援
策
を
組
み
合
わ
せ
て
提

供
す
る
枠
組
み
が
示
さ
れ
た
。各
種
支
援

策
と
し
て
は
居
住
支
援
、就
労
支
援
、緊

急
一
時
支
援
、家
計
再
建
支
援
、子
ど
も・

若
者
支
援
が
設
け
ら
れ
、相
談
者
の
状
況

　
今
回
取
り
上
げ
た
芦
屋
市
で
は
、「
食

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」と
併
せ
て
、平
成

24
年
12
月
号
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、社

会
福
祉
協
議
会
が
総
合
相
談
窓
口
を
市

か
ら
受
託
し
、さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
受
け
止
め
な
が
ら
、必
要
に

応
じ
て
専
門
機
関
に
つ
な
ぐ
役
割
を
担

っ
て
い
る
。ま
た
、「
芦
屋
市
地
域
発
信
型

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
構
築
を
掲
げ
、住
民

や
専
門
職
と
い
っ
た
幅
広
い
関
係
者
に

よ
る
協
議
の
場
を
設
け
る
な
ど
、生
活
困

窮
者
支
援
に
限
ら
ず
、地
域
全
体
で
生

活
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
基
盤
整
備

が
、県
内
で
始
ま
り
つ
つ
あ
る
。

　
一
方
で
、幅
広
い
知
識
と
調
整
力
が
必

要
と
さ
れ
る
相
談
員
の
育
成
を
ど
う
進

め
て
い
く
か
な
ど
、取
り
組
み
の
方
向
性

　
以
上
の
三
つ
の
取
り
組
み
事
例
か
ら
、

生
活
困
窮
者
支
援
を
進
め
る
上
で
の
今

後
の
課
題
を
ま
と
め
て
み
た
い
。

第
二
条　
こ
の
法
律
に
お
い
て「
生
活

困
窮
者
」と
は
、現
に
経
済
的
に
困
窮

し
、最
低
限
度
の
生
活
を
維
持
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
者

を
い
う
。

SPECIAL EDITION

体
系
化
さ
れ
た

「
生
活
困
窮
者
」へ
の
支
援
方
策

○簡易宿泊施設「磯上荘」
　神戸市中央区磯上通2丁目2-32
　☎078-221-2142　FAX078-221-2142
○特定非営利活動法人「神戸の冬を支える会」
　神戸市中央区中山手通1-28-7
　☎078-271-7248　FAX078-271-3252
　URL http://www.kobe-fuyu.sakura.ne.jp/
○特定非営利活動法人「フードバンク関西」
　芦屋市呉川町1-15　☎＆FAX0797-34-8330
　URL http://foodbankkansai.org/index.html

（厚生労働省資料を加工したもの）

今回取り上げた事例の団体

　生活困窮者の問題が大きな社会問題となる中、「改正
生活保護法」「生活困窮者自立支援法」「子どもの貧困対
策法」という三つの法案が国会に提出された。
　特に、「生活困窮者自立支援法案」は、これまで行き届か
なかった部分への支援策を講じるという点から、その動向
に注目が集まっている。
　今回の特集では、平成27年度からの法施行を前に、現状
から見える支援上の課題について、事例を通して検証する。

「ストップ・ザ・無縁社会」
絆つなげる 明日へつながる⑫
地域における生活困窮者
支援の課題を考える

生
活
改
善
の
段
階
に
応
じ
た

切
れ
目
な
い
支
援

　
生
活
困
窮
者
支
援
を
進
め
る
際
に

は
、生
活
改
善
を
進
め
る
一
連
の
流

れ
を
把
握
し
、段
階
に
応
じ
た
支
援

策
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
と

な
る
。今
回
取
り
上
げ
た
事
例
で
も
、

緊
急
一
時
的
な
支
援
か
ら
生
活
保
護

受
給
前
後
の
対
応
、就
労
支
援
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
段
階
で
の
支
援
が
見
ら

れ
た
が
、生
活
困
窮
者
本
人
の
継
続

し
た
地
域
生
活
を
支
え
て
い
く
た
め

に
は
、こ
れ
ら
の
支
援
が
途
切
れ
る
こ

と
な
く
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
と

な
る
。

生
活
困
窮
者
支
援
策
と

各
種
相
談
窓
口
と
の
連
携

　
一
方
で
、前
述
し
た
切
れ
目
の
な
い

支
援
は
、単
独
の
団
体
の
み
で
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
は
難
し
い
。さ
ま
ざ
ま

な
資
源
や
情
報
を
持
つ
支
援
者
が
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
組
み
、そ
れ
ぞ
れ
の
強
み

を
生
か
し
た
連
携
を
図
る
こ
と
が
必
要

と
な
る
。い
ず
れ
の
事
例
で
も
、緊
急
的

な
食
糧
支
援
や
宿
泊
場
所
な
ど
の
支
援

実
績
を
持
つ
団
体
と
相
談
機
関
が
連
携

す
る
こ
と
に
よ
り
、生
活
困
窮
者
へ
の

効
果
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
と
な
っ

て
い
る
例
が
み
ら
れ
た
。生
活
困
窮
者

に
対
す
る
支
援
は
緊
急
性
が
求
め
ら
れ

る
場
合
も
多
く
、地
域
に
お
け
る
支
援

を
担
っ
て
き
た
社
会
福
祉
協
議
会
や
福

祉
施
設
、病
院
、民
生
委
員
な
ど
の
あ
ら

ゆ
る
窓
口
の
連
携
に
よ
り
、支
援
を
必

要
と
す
る
方
の
声
を
早
期
に
受
け
止
め

て
対
応
す
る
仕
組
み
を
広
げ
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

既
存
の
制
度
の
枠
組
み
に

捉
わ
れ
な
い
支
援
展
開

　
さ
ら
に
、ど
ん
な
に
制
度
や
支
援
策

が
充
実
し
、支
援
者
間
の
連
携
が
進
ん

だ
と
し
て
も
、複
合
化・複
雑
化
す
る

現
代
の
生
活
課
題
の
全
て
を
解
決
し

て
い
く
こ
と
は
難
し
い
。支
援
の
隙
間

が
発
生
し
た
場
合
に
、そ
れ
を
埋
め
る

た
め
の
努
力
が
支
援
者
に
は
求
め
ら

れ
る
。神
戸
の
冬
を
支
え
る
会
や
フ
ー

ド
バ
ン
ク
関
西
の
事
例
で
も
、既
存
の

制
度
の
枠
組
み
で
は
対
応
で
き
な
か
っ

た
課
題
を
先
駆
的
に
捉
え
て
対
応
し
て

い
る
様
子
が
見
ら
れ
た
。今
後
支
援
を

進
め
る
中
で
新
た
に
発
生
す
る
課
題

に
対
し
て
は
、既
成
の
考
え
に
縛
ら
れ

な
い
柔
軟
な
対
応
と
と
も
に
、新
た
な

支
援
策
を
開
発
す
る
視
点
が
必
要
で

あ
る
。そ
の
た
め
に
は
、制
度
内
で
の

支
援
と
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
支
援
を
含

め
た
あ
ら
ゆ
る
資
源
を
柔
軟
に
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
し
、生
活
困
窮
者
が
本
当

に
必
要
と
す
る
支
援
を
提
供
す
る
相

談
窓
口
の
役
割
が
特
に
重
要
と
な
る
。

　
平
成
24
年
度
に
お
け
る
宿
泊
者
数
は

２
万
5
8
0
人
で
、平
成
25
年
6
月
現
在

で
54
人
が
同
荘
を
利
用
し
て
い
る
。年
齢

別
に
見
る
と
、51
歳
以
上
が
全
体
の
74
％

と
多
く
の
割
合
を
占
め
る
。一
方
で
、30
歳

以
下
の
在
籍
者
も
あ
り
、幅
広
い
世
代
に

生
活
困
窮
の
問
題
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。磯
上
荘
で
は
入
所
時
に
身
元

や
連
絡
先
を
確
認
し
て
い
る
が
、利
用
者

の
入
院
や
危
篤
な
ど
緊
急
時
に
連
絡
を
行

っ
て
も
、親
族
や
知
人
な
ど
が
取
り
合
わ
な

い
ケ
ー
ス
も
多
く
、人
と
の
つ
な
が
り
が

薄
れ
て
孤
立
状
態
に
あ
る
生
活
実
態
も
垣

間
見
ら
れ
る
。

　
磯
上
荘
へ
の
相
談
の
多
く
は
、更
生
セ
ン

タ
ー
※
や
福
祉
事
務
所
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
。

生
活
保
護
受
給
に
は
至
ら
な
い
が
収
入
が

少
な
く
宿
泊
場
所
の
確
保
が
難
し
い
と
い

う
相
談
の
一
方
で
、就
労
が
決
ま
り
生
活

保
護
受
給
か
ら
脱
却
し
た
ケ
ー
ス
な
ど
、

生
活
保
護
受
給
が
終
了
し
た
後
の
生
活
困

窮
者
に
も
対
応
す
る
な
ど
、生
活
改
善
に

向
け
た
段
階
に
応
じ
て
受
け
入
れ
を
行
っ

て
い
る
。

　
同
荘
の
山
﨑
邦
博
所
長
は「
利
用
者
は

生
活
保
護
受
給
ま
で
は
至
ら
な
い
方
や
生

活
保
護
終
了
後
の
方
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
が
、こ
こ
の
利
用
を
足
が
か
り
に
、継
続

し
た
就
労
場
所
の
確
保
や
収
支
の
管
理
、

人
と
の
つ
な
が
り
な
ど
の
環
境
が
十
分
に

整
っ
て
い
け
ば
、生
活
改
善
に
向
け
た
次
の

一
歩
が
踏
み
出
せ
る
は
ず
」と
語
る
。

※
更
生
セ
ン
タ
ー
…
神
戸
市
が
生
活
保
護

　
法
に
基
づ
き
運
営
す
る
施
設
。住
居
を

　
失
っ
た
生
活
困
窮
者
な
ど
に
対
し
て
、

　
入
所
に
よ
る
生
活
保
護
の
現
物
給
付
や

　
就
職
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人「
神
戸
の
冬
を

支
え
る
会
」は
、阪
神・淡
路
大
震
災
の
発

災
直
後
に
、住
居
を
持
た
ず
野
宿
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
方
へ
の
生
活
支
援
を
目

的
に
発
足
し
た
。住
居
の
確
保
が
で
き
る

ま
で
の
一
定
期
間
の
緊
急
一
時
的
な
宿
泊

場
所
や
食
事
の
提
供
の
ほ
か
、公
的
支
援

の
申
請
手
続
き
の
補
助
や
就
労
支
援
を
行

っ
て
い
る
。平
成
21
年
度
か
ら
は
県
の
委
託

を
受
け
て
神
戸
市・姫
路
市・尼
崎
市
に
拠

点
を
置
き
、15
人
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
生
活

相
談
を
開
始
し
た
。

　
各
セ
ン
タ
ー
に
は
、生
活
に
困
っ
て
い
る

本
人
か
ら
だ
け
で
な
く
、福
祉
事
務
所
か

ら
の
連
絡
も
含
め
多
く
の
相
談
が
寄
せ
ら

れ
、新
規
相
談
は
年
間
約
1
，0
0
0
人
に

上
る
。相
談
内
容
は「
今
日
明
日
の
泊
ま
る

場
所
や
食
料
が
な
い
」「
夫
か
ら
Ｄ
Ｖ
被
害

に
遭
い
、着
の
身
着
の
ま
ま
に
逃
げ
て
き
て

頼
る
と
こ
ろ
が
な
い
」な
ど
、切
迫
し
た
生

活
課
題
を
抱
え
る
も
の
が
多
い
。ま
た
、こ

れ
ま
で
の
主
た
る
相
談
者
は
日
雇
労
働
者

で
あ
っ
た
の
が
、近
年
で
は
家
庭
内
不
和
や

精
神
疾
患
な
ど
を
理
由
に
、生
活
の
居
場

所
を
失
っ
た
20
代
〜
30
代
な
ど
の
若
い
世

代
か
ら
の
相
談
も
増
え
て
き
て
お
り
、生

活
困
窮
に
あ
る
層
の
多
様
化
が
み
ら
れ
る

と
い
う
。

　
同
会
の
取
り
組
み
の
特
徴
点
は
、食
糧

や
宿
泊
場
所
の
提
供
を
含
め
た
生
活
相

談
窓
口
の
設
置
や
細
や
か
な
就
労
支
援

な
ど
、既
存
の
制
度
の
枠
組
み
で
は
行
き

　
「
磯
上
荘
」は
、社
会
福
祉
法
第
2
条
の

第
二
種
社
会
福
祉
事
業
に
規
定
さ
れ
て

い
る
簡
易
宿
泊
施
設
で
あ
る
。低
所
得
で

住
居
の
確
保
が
難
し
い
18
歳
以
上
の
男

性
労
働
者
へ
の
宿
泊
場
所
の
提
供
を
目

的
に
、昭
和
39
年
に
神
戸
市
に
よ
り
設
置

さ
れ
、運
営
は
神
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会

が
行
っ
て
い
る
。神
戸
の
中
心
部
か
ら
徒

歩
約
10
分
と
い
う
利
便
性
の
良
い
場
所

に
あ
り
、一
泊
2
0
0
円
と
い
う
低
料
金

設
定
か
ら
、こ
れ
ま
で
多
く
の
生
活
困
窮

者
の
生
活
を
支
え
て
き
た
。

簡
易
宿
泊
施
設「
磯
上
荘
」（
神
戸
市
）

事 

例

神
戸
の
冬
を
支
え
る
会（
神
戸
市
）

事 

例

生活困窮者の住まいを支える「磯上荘」

「神戸の冬を支える会」の越年越冬活動

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人「
フ
ー
ド
バ
ン

ク
関
西
」は
、食
品
関
連
企
業
か
ら
提
供

を
受
け
た
余
剰
食
品
を
取
り
ま
と
め
、福

祉
施
設・団
体
な
ど
に
無
償
で
提
供
す
る

活
動
を
行
っ
て
い
る
。平
成
15
年
に
始
め

た
活
動
は
、平
成
24
年
度
に
は
2
0
0
ト

ン
を
超
え
る
食
品
を
92
カ
所
の
施
設・団

体
に
届
け
る
ま
で
広
が
っ
て
き
て
い
る
。

　
同
団
体
で
は
平
成
22
年
よ
り
、そ
れ
ま

で
支
援
の
中
心
で
あ
っ
た
福
祉
施
設
な
ど

に
加
え
て
、緊
急
の
食
料
支
援
が
必
要
な

生
活
困
窮
者
個
人
を
対
象
に
し
た「
食
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
事
業
」の
取
り
組
み

を
は
じ
め
た
。こ
れ
は
、芦
屋
市
の
高
齢

者
世
帯
を
訪
問
し
て
い
た
市
の
担
当
者

か
ら
食
料
提
供
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
た

際
に
、同
団
体
が
継
続
的
な
支
援
の
仕
組

み
が
で
き
な
い
か
と
行
政
に
話
し
合
い
を

持
ち
か
け
た
こ
と
に
始
ま
る
。

　
こ
の
事
業
の
特
徴
は
、情
報
が
集
ま
る

相
談
窓
口
と
フ
ー
ド
バ
ン
ク
関
西
と
が
連

携
す
る
こ
と
に
よ
り
、支
援
を

必
要
と
す
る
生
活
困
窮
者
に
対

し
て
食
糧
を
届
け
る
道
筋
を
つ

く
っ
た
点
だ
。現
在
は
、芦
屋
市

で
は
芦
屋
市
社
会
福
祉
協
議

会
、尼
崎
市
で
は
尼
崎
市
市
民

福
祉
振
興
協
会
を
そ
れ
ぞ
れ
窓

口
と
し
た
事
業
協
定
を
結
び
、

地
域
の
実
情
に
合
っ
た
か
た
ち

で
食
品
支
援
を
行
っ
て
い
る（
図

2
参
照
）。

　
理
事
長
の
浅
葉
め
ぐ
み
さ
ん

は「
生
活
困
窮
者
へ
の
相
談
支

援
の
手
立
て
を
も
っ
た
団
体
と

の
連
携
に
よ
り
、食
品
提
供
を

含
め
た
緊
急
支
援
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
」

と
語
る
。「
今
後
県
内
の
行
政
機
関
や
社

会
福
祉
協
議
会
、民
生
委
員
な
ど
情
報
を

も
つ
主
体
と
つ
な
が
っ
て
生
活
困
窮
者
に

対
す
る
支
援
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
」

　

す
で
に
近
隣
他
市
と
も
同
事
業
の
実

施
に
向
け
た
協
議
が
始
ま
っ
て
お
り
、県

内
全
域
に
お
け
る「
食
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
構
築
」へ
向
け
た
取
り
組
み
を
展
開
し

て
い
る
。

届
か
な
か
っ
た
課
題
を
捉
え
て
支
援
を
進

め
て
き
た
点
だ
。必
要
な
情
報
を
得
る
こ

と
が
で
き
ず
相
談
窓
口
に
つ
な
が
り
に
く

い
ケ
ー
ス
や
、住
居
が
な
く
即
座
の
制
度

利
用
に
つ
な
が
り
に
く
い
ケ
ー
ス
な
ど
、

相
談
者
に
寄
り
添
っ
た
相
談
支
援
を
行
っ

て
き
た
。

　
同
会
の
青
木
し
げ
ゆ
き
事
務
局
長
は「
相

談
窓
口
は
一
つ
あ
れ
ば
良
い
の
で
は
な
く
、

地
域
に
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
良
い
。福
祉
施
設

や
病
院
な
ど
も
含
め
、あ
ら
ゆ
る
場
所
が
相

談
窓
口
と
な
っ
て
、困
難
を
抱
え
る
人
の
Ｓ

Ｏ
Ｓ
を
受
け
止
め
ら
れ
る
体
制
を
つ
く
る

こ
と
が
大
切
」と
語
る
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
関
西（
芦
屋
市
）

事 

例

きめ細やかな就労支援を通じて相談者の自立を目指す

「フードバンク関西」に保管される食糧

フードバンク関西の活動の様子

■図2 フードバンク関西の「食のセーフティネット」

生
活
困
窮
者
支
援
を

進
め
る
上
で
の
今
後
の
課
題

が
い
ま
だ
明
確
と
な
っ
て
い
な
い
部
分
も

多
い
。生
活
困
窮
者
に
対
す
る
相
談
を
総

合
的
か
つ
効
果
的
に
進
め
る
こ
と
は
、決

し
て
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」が
平
成

27
年
度
よ
り
本
格
施
行
さ
れ
る
の
に
先

行
し
て
、厚
生
労
働
省
で
は
平
成
25
年
か

ら
生
活
困
窮
者
自
立
促
進
支
援
モ
デ
ル

事
業
を
全
国
で
開
始
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。こ
れ
ら
モ
デ
ル
事
業
の
動
向
な
ど
も

踏
ま
え
な
が
ら
、あ
ら
ゆ
る
支
援
策
が

機
能
す
る
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
、関

係
者
間
で
協
議
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

緊急に支援が必要になった一般市民世帯

尼崎市
福祉関連部署

フードバンク関西

芦屋市
福祉関連部署食品保管庫

相談

要請 要請

要請 要請

相談自立・就労支援
生活保護

保管庫に
食糧補充

状況に応じ
食糧準備

自立・就労支援緊急食支援

尼崎市市民福祉振興協会 芦屋市社会福祉協議会

■図1 自立相談支援事業と各種支援策との関係

◆自立相談支援事業 ◆「住居確保給付金」の支給
居住支援

◆一時生活支援事業
緊急一時支援

◆家計相談支援事業
家計再建支援

◆学習支援
子ども・若者支援

◆就労準備支援事業

◆就労訓練事業（いわゆる「中間的就労」）
◇ハローワークとの一体的支援（国が実施）

再就職のために居住の確保が必要

就労に一定期間が必要

なお一般就労が困難な場合

直ちに一般就労が可能

緊急に衣食住の確保が必要

家計から生活再建を検討

貧困の連鎖防止

生活保護に至る手前の段階の
自立支援を強化するため、生
活困窮者に対し、以下の支援
を実施。
①就労の支援その他の自立
　に関する問題について相談
　対応
②生活困窮者の抱えている課
　題を評価・分析し、そのニー
　ズを把握
③ニーズに応じた支援が計画
　的に行われるよう、自立支援
　計画を策定　等

本
人
の
状
況
に
応
じ
た
支
援

就労支援

2013 July3 2013 July 22013 July5 2013 July 4
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に
応
じ
て
必
要
な
支
援
を
提
供
す
る
体

系
と
な
っ
て
い
る（
図
1
参
照
）。

　
こ
の
よ
う
な
体
系
が
構
築
さ
れ
た
背

景
に
は
、生
活
困
窮
者
の
多
く
が
複
合
的

に
課
題
を
抱
え
て
お
り
、そ
の
解
消
の
た

め
に
は
包
括
的
な
支
援
策
の
提
供
が
必

要
で
あ
る
と
の
考
え
が
あ
る
。今
後
、具

体
的
に
支
援
を
進
め
て
い
く
際
に
、ど
の

よ
う
な
点
が
課
題
と
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

以
下
に
、県
内
の
三
つ
の
活
動
事
例
を
も

と
に
整
理
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
5
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
法
案
」に
お
い
て
、生
活
困

窮
者
は
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　
同
法
案
で
は
、こ
の
よ
う
な
生
活
困
窮

者
の「
自
立
の
促
進
」を
図
る
た
め
の
支

援
策
が
示
さ
れ
て
い
る
。特
に
注
目
す
べ

き
ポ
イ
ン
ト
は
、必
要
な
支
援
を
細
切
れ

に
提
供
す
る
の
で
は
な
く
、ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
の
窓
口
を
設
け
、必
要
に
応
じ
て一体

的
に
各
種
支
援
を
提
供
す
る
こ
と
が
体

系
と
し
て
示
さ
れ
た
こ
と
だ
。

　
具
体
的
に
は
、「
生
活
困
窮
者
自
立
相

談
支
援
事
業
」が
中
核
的
事
業
と
し
て
掲

げ
ら
れ
、自
立
支
援
計
画
の
策
定
な
ど
に

よ
り
各
種
支
援
策
を
組
み
合
わ
せ
て
提

供
す
る
枠
組
み
が
示
さ
れ
た
。各
種
支
援

策
と
し
て
は
居
住
支
援
、就
労
支
援
、緊

急
一
時
支
援
、家
計
再
建
支
援
、子
ど
も・

若
者
支
援
が
設
け
ら
れ
、相
談
者
の
状
況

　
今
回
取
り
上
げ
た
芦
屋
市
で
は
、「
食

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」と
併
せ
て
、平
成

24
年
12
月
号
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、社

会
福
祉
協
議
会
が
総
合
相
談
窓
口
を
市

か
ら
受
託
し
、さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
受
け
止
め
な
が
ら
、必
要
に

応
じ
て
専
門
機
関
に
つ
な
ぐ
役
割
を
担

っ
て
い
る
。ま
た
、「
芦
屋
市
地
域
発
信
型

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
構
築
を
掲
げ
、住
民

や
専
門
職
と
い
っ
た
幅
広
い
関
係
者
に

よ
る
協
議
の
場
を
設
け
る
な
ど
、生
活
困

窮
者
支
援
に
限
ら
ず
、地
域
全
体
で
生

活
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
基
盤
整
備

が
、県
内
で
始
ま
り
つ
つ
あ
る
。

　
一
方
で
、幅
広
い
知
識
と
調
整
力
が
必

要
と
さ
れ
る
相
談
員
の
育
成
を
ど
う
進

め
て
い
く
か
な
ど
、取
り
組
み
の
方
向
性

　
以
上
の
三
つ
の
取
り
組
み
事
例
か
ら
、

生
活
困
窮
者
支
援
を
進
め
る
上
で
の
今

後
の
課
題
を
ま
と
め
て
み
た
い
。

第
二
条　
こ
の
法
律
に
お
い
て「
生
活

困
窮
者
」と
は
、現
に
経
済
的
に
困
窮

し
、最
低
限
度
の
生
活
を
維
持
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
者

を
い
う
。
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今回取り上げた事例の団体

　生活困窮者の問題が大きな社会問題となる中、「改正
生活保護法」「生活困窮者自立支援法」「子どもの貧困対
策法」という三つの法案が国会に提出された。
　特に、「生活困窮者自立支援法案」は、これまで行き届か
なかった部分への支援策を講じるという点から、その動向
に注目が集まっている。
　今回の特集では、平成27年度からの法施行を前に、現状
から見える支援上の課題について、事例を通して検証する。

「ストップ・ザ・無縁社会」
絆つなげる 明日へつながる⑫
地域における生活困窮者
支援の課題を考える

生
活
改
善
の
段
階
に
応
じ
た

切
れ
目
な
い
支
援

　
生
活
困
窮
者
支
援
を
進
め
る
際
に

は
、生
活
改
善
を
進
め
る
一
連
の
流

れ
を
把
握
し
、段
階
に
応
じ
た
支
援

策
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
と

な
る
。今
回
取
り
上
げ
た
事
例
で
も
、

緊
急
一
時
的
な
支
援
か
ら
生
活
保
護

受
給
前
後
の
対
応
、就
労
支
援
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
段
階
で
の
支
援
が
見
ら

れ
た
が
、生
活
困
窮
者
本
人
の
継
続

し
た
地
域
生
活
を
支
え
て
い
く
た
め

に
は
、こ
れ
ら
の
支
援
が
途
切
れ
る
こ

と
な
く
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
と

な
る
。

生
活
困
窮
者
支
援
策
と

各
種
相
談
窓
口
と
の
連
携

　
一
方
で
、前
述
し
た
切
れ
目
の
な
い

支
援
は
、単
独
の
団
体
の
み
で
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
は
難
し
い
。さ
ま
ざ
ま

な
資
源
や
情
報
を
持
つ
支
援
者
が
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
組
み
、そ
れ
ぞ
れ
の
強
み

を
生
か
し
た
連
携
を
図
る
こ
と
が
必
要

と
な
る
。い
ず
れ
の
事
例
で
も
、緊
急
的

な
食
糧
支
援
や
宿
泊
場
所
な
ど
の
支
援

実
績
を
持
つ
団
体
と
相
談
機
関
が
連
携

す
る
こ
と
に
よ
り
、生
活
困
窮
者
へ
の

効
果
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
と
な
っ

て
い
る
例
が
み
ら
れ
た
。生
活
困
窮
者

に
対
す
る
支
援
は
緊
急
性
が
求
め
ら
れ

る
場
合
も
多
く
、地
域
に
お
け
る
支
援

を
担
っ
て
き
た
社
会
福
祉
協
議
会
や
福

祉
施
設
、病
院
、民
生
委
員
な
ど
の
あ
ら

ゆ
る
窓
口
の
連
携
に
よ
り
、支
援
を
必

要
と
す
る
方
の
声
を
早
期
に
受
け
止
め

て
対
応
す
る
仕
組
み
を
広
げ
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

既
存
の
制
度
の
枠
組
み
に

捉
わ
れ
な
い
支
援
展
開

　
さ
ら
に
、ど
ん
な
に
制
度
や
支
援
策

が
充
実
し
、支
援
者
間
の
連
携
が
進
ん

だ
と
し
て
も
、複
合
化・複
雑
化
す
る

現
代
の
生
活
課
題
の
全
て
を
解
決
し

て
い
く
こ
と
は
難
し
い
。支
援
の
隙
間

が
発
生
し
た
場
合
に
、そ
れ
を
埋
め
る

た
め
の
努
力
が
支
援
者
に
は
求
め
ら

れ
る
。神
戸
の
冬
を
支
え
る
会
や
フ
ー

ド
バ
ン
ク
関
西
の
事
例
で
も
、既
存
の

制
度
の
枠
組
み
で
は
対
応
で
き
な
か
っ

た
課
題
を
先
駆
的
に
捉
え
て
対
応
し
て

い
る
様
子
が
見
ら
れ
た
。今
後
支
援
を

進
め
る
中
で
新
た
に
発
生
す
る
課
題

に
対
し
て
は
、既
成
の
考
え
に
縛
ら
れ

な
い
柔
軟
な
対
応
と
と
も
に
、新
た
な

支
援
策
を
開
発
す
る
視
点
が
必
要
で

あ
る
。そ
の
た
め
に
は
、制
度
内
で
の

支
援
と
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
支
援
を
含

め
た
あ
ら
ゆ
る
資
源
を
柔
軟
に
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
し
、生
活
困
窮
者
が
本
当

に
必
要
と
す
る
支
援
を
提
供
す
る
相

談
窓
口
の
役
割
が
特
に
重
要
と
な
る
。

　
平
成
24
年
度
に
お
け
る
宿
泊
者
数
は

２
万
5
8
0
人
で
、平
成
25
年
6
月
現
在

で
54
人
が
同
荘
を
利
用
し
て
い
る
。年
齢

別
に
見
る
と
、51
歳
以
上
が
全
体
の
74
％

と
多
く
の
割
合
を
占
め
る
。一
方
で
、30
歳

以
下
の
在
籍
者
も
あ
り
、幅
広
い
世
代
に

生
活
困
窮
の
問
題
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。磯
上
荘
で
は
入
所
時
に
身
元

や
連
絡
先
を
確
認
し
て
い
る
が
、利
用
者

の
入
院
や
危
篤
な
ど
緊
急
時
に
連
絡
を
行

っ
て
も
、親
族
や
知
人
な
ど
が
取
り
合
わ
な

い
ケ
ー
ス
も
多
く
、人
と
の
つ
な
が
り
が

薄
れ
て
孤
立
状
態
に
あ
る
生
活
実
態
も
垣

間
見
ら
れ
る
。

　
磯
上
荘
へ
の
相
談
の
多
く
は
、更
生
セ
ン

タ
ー
※
や
福
祉
事
務
所
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
。

生
活
保
護
受
給
に
は
至
ら
な
い
が
収
入
が

少
な
く
宿
泊
場
所
の
確
保
が
難
し
い
と
い

う
相
談
の
一
方
で
、就
労
が
決
ま
り
生
活

保
護
受
給
か
ら
脱
却
し
た
ケ
ー
ス
な
ど
、

生
活
保
護
受
給
が
終
了
し
た
後
の
生
活
困

窮
者
に
も
対
応
す
る
な
ど
、生
活
改
善
に

向
け
た
段
階
に
応
じ
て
受
け
入
れ
を
行
っ

て
い
る
。

　
同
荘
の
山
﨑
邦
博
所
長
は「
利
用
者
は

生
活
保
護
受
給
ま
で
は
至
ら
な
い
方
や
生

活
保
護
終
了
後
の
方
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
が
、こ
こ
の
利
用
を
足
が
か
り
に
、継
続

し
た
就
労
場
所
の
確
保
や
収
支
の
管
理
、

人
と
の
つ
な
が
り
な
ど
の
環
境
が
十
分
に

整
っ
て
い
け
ば
、生
活
改
善
に
向
け
た
次
の

一
歩
が
踏
み
出
せ
る
は
ず
」と
語
る
。

※
更
生
セ
ン
タ
ー
…
神
戸
市
が
生
活
保
護

　
法
に
基
づ
き
運
営
す
る
施
設
。住
居
を

　
失
っ
た
生
活
困
窮
者
な
ど
に
対
し
て
、

　
入
所
に
よ
る
生
活
保
護
の
現
物
給
付
や

　
就
職
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人「
神
戸
の
冬
を

支
え
る
会
」は
、阪
神・淡
路
大
震
災
の
発

災
直
後
に
、住
居
を
持
た
ず
野
宿
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
方
へ
の
生
活
支
援
を
目

的
に
発
足
し
た
。住
居
の
確
保
が
で
き
る

ま
で
の
一
定
期
間
の
緊
急
一
時
的
な
宿
泊

場
所
や
食
事
の
提
供
の
ほ
か
、公
的
支
援

の
申
請
手
続
き
の
補
助
や
就
労
支
援
を
行

っ
て
い
る
。平
成
21
年
度
か
ら
は
県
の
委
託

を
受
け
て
神
戸
市・姫
路
市・尼
崎
市
に
拠

点
を
置
き
、15
人
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
生
活

相
談
を
開
始
し
た
。

　
各
セ
ン
タ
ー
に
は
、生
活
に
困
っ
て
い
る

本
人
か
ら
だ
け
で
な
く
、福
祉
事
務
所
か

ら
の
連
絡
も
含
め
多
く
の
相
談
が
寄
せ
ら

れ
、新
規
相
談
は
年
間
約
1
，0
0
0
人
に

上
る
。相
談
内
容
は「
今
日
明
日
の
泊
ま
る

場
所
や
食
料
が
な
い
」「
夫
か
ら
Ｄ
Ｖ
被
害

に
遭
い
、着
の
身
着
の
ま
ま
に
逃
げ
て
き
て

頼
る
と
こ
ろ
が
な
い
」な
ど
、切
迫
し
た
生

活
課
題
を
抱
え
る
も
の
が
多
い
。ま
た
、こ

れ
ま
で
の
主
た
る
相
談
者
は
日
雇
労
働
者

で
あ
っ
た
の
が
、近
年
で
は
家
庭
内
不
和
や

精
神
疾
患
な
ど
を
理
由
に
、生
活
の
居
場

所
を
失
っ
た
20
代
〜
30
代
な
ど
の
若
い
世

代
か
ら
の
相
談
も
増
え
て
き
て
お
り
、生

活
困
窮
に
あ
る
層
の
多
様
化
が
み
ら
れ
る

と
い
う
。

　
同
会
の
取
り
組
み
の
特
徴
点
は
、食
糧

や
宿
泊
場
所
の
提
供
を
含
め
た
生
活
相

談
窓
口
の
設
置
や
細
や
か
な
就
労
支
援

な
ど
、既
存
の
制
度
の
枠
組
み
で
は
行
き

　
「
磯
上
荘
」は
、社
会
福
祉
法
第
2
条
の

第
二
種
社
会
福
祉
事
業
に
規
定
さ
れ
て

い
る
簡
易
宿
泊
施
設
で
あ
る
。低
所
得
で

住
居
の
確
保
が
難
し
い
18
歳
以
上
の
男

性
労
働
者
へ
の
宿
泊
場
所
の
提
供
を
目

的
に
、昭
和
39
年
に
神
戸
市
に
よ
り
設
置

さ
れ
、運
営
は
神
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会

が
行
っ
て
い
る
。神
戸
の
中
心
部
か
ら
徒

歩
約
10
分
と
い
う
利
便
性
の
良
い
場
所

に
あ
り
、一
泊
2
0
0
円
と
い
う
低
料
金

設
定
か
ら
、こ
れ
ま
で
多
く
の
生
活
困
窮

者
の
生
活
を
支
え
て
き
た
。

簡
易
宿
泊
施
設「
磯
上
荘
」（
神
戸
市
）

事 

例

神
戸
の
冬
を
支
え
る
会（
神
戸
市
）

事 

例

生活困窮者の住まいを支える「磯上荘」

「神戸の冬を支える会」の越年越冬活動

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人「
フ
ー
ド
バ
ン

ク
関
西
」は
、食
品
関
連
企
業
か
ら
提
供

を
受
け
た
余
剰
食
品
を
取
り
ま
と
め
、福

祉
施
設・団
体
な
ど
に
無
償
で
提
供
す
る

活
動
を
行
っ
て
い
る
。平
成
15
年
に
始
め

た
活
動
は
、平
成
24
年
度
に
は
2
0
0
ト

ン
を
超
え
る
食
品
を
92
カ
所
の
施
設・団

体
に
届
け
る
ま
で
広
が
っ
て
き
て
い
る
。

　
同
団
体
で
は
平
成
22
年
よ
り
、そ
れ
ま

で
支
援
の
中
心
で
あ
っ
た
福
祉
施
設
な
ど

に
加
え
て
、緊
急
の
食
料
支
援
が
必
要
な

生
活
困
窮
者
個
人
を
対
象
に
し
た「
食
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
事
業
」の
取
り
組
み

を
は
じ
め
た
。こ
れ
は
、芦
屋
市
の
高
齢

者
世
帯
を
訪
問
し
て
い
た
市
の
担
当
者

か
ら
食
料
提
供
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
た

際
に
、同
団
体
が
継
続
的
な
支
援
の
仕
組

み
が
で
き
な
い
か
と
行
政
に
話
し
合
い
を

持
ち
か
け
た
こ
と
に
始
ま
る
。

　
こ
の
事
業
の
特
徴
は
、情
報
が
集
ま
る

相
談
窓
口
と
フ
ー
ド
バ
ン
ク
関
西
と
が
連

携
す
る
こ
と
に
よ
り
、支
援
を

必
要
と
す
る
生
活
困
窮
者
に
対

し
て
食
糧
を
届
け
る
道
筋
を
つ

く
っ
た
点
だ
。現
在
は
、芦
屋
市

で
は
芦
屋
市
社
会
福
祉
協
議

会
、尼
崎
市
で
は
尼
崎
市
市
民

福
祉
振
興
協
会
を
そ
れ
ぞ
れ
窓

口
と
し
た
事
業
協
定
を
結
び
、

地
域
の
実
情
に
合
っ
た
か
た
ち

で
食
品
支
援
を
行
っ
て
い
る（
図

2
参
照
）。

　
理
事
長
の
浅
葉
め
ぐ
み
さ
ん

は「
生
活
困
窮
者
へ
の
相
談
支

援
の
手
立
て
を
も
っ
た
団
体
と

の
連
携
に
よ
り
、食
品
提
供
を

含
め
た
緊
急
支
援
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
」

と
語
る
。「
今
後
県
内
の
行
政
機
関
や
社

会
福
祉
協
議
会
、民
生
委
員
な
ど
情
報
を

も
つ
主
体
と
つ
な
が
っ
て
生
活
困
窮
者
に

対
す
る
支
援
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
」

　

す
で
に
近
隣
他
市
と
も
同
事
業
の
実

施
に
向
け
た
協
議
が
始
ま
っ
て
お
り
、県

内
全
域
に
お
け
る「
食
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
構
築
」へ
向
け
た
取
り
組
み
を
展
開
し

て
い
る
。

届
か
な
か
っ
た
課
題
を
捉
え
て
支
援
を
進

め
て
き
た
点
だ
。必
要
な
情
報
を
得
る
こ

と
が
で
き
ず
相
談
窓
口
に
つ
な
が
り
に
く

い
ケ
ー
ス
や
、住
居
が
な
く
即
座
の
制
度

利
用
に
つ
な
が
り
に
く
い
ケ
ー
ス
な
ど
、

相
談
者
に
寄
り
添
っ
た
相
談
支
援
を
行
っ

て
き
た
。

　
同
会
の
青
木
し
げ
ゆ
き
事
務
局
長
は「
相

談
窓
口
は
一
つ
あ
れ
ば
良
い
の
で
は
な
く
、

地
域
に
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
良
い
。福
祉
施
設

や
病
院
な
ど
も
含
め
、あ
ら
ゆ
る
場
所
が
相

談
窓
口
と
な
っ
て
、困
難
を
抱
え
る
人
の
Ｓ

Ｏ
Ｓ
を
受
け
止
め
ら
れ
る
体
制
を
つ
く
る

こ
と
が
大
切
」と
語
る
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
関
西（
芦
屋
市
）

事 

例

きめ細やかな就労支援を通じて相談者の自立を目指す

「フードバンク関西」に保管される食糧

フードバンク関西の活動の様子

■図2 フードバンク関西の「食のセーフティネット」

生
活
困
窮
者
支
援
を

進
め
る
上
で
の
今
後
の
課
題

が
い
ま
だ
明
確
と
な
っ
て
い
な
い
部
分
も

多
い
。生
活
困
窮
者
に
対
す
る
相
談
を
総

合
的
か
つ
効
果
的
に
進
め
る
こ
と
は
、決

し
て
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」が
平
成

27
年
度
よ
り
本
格
施
行
さ
れ
る
の
に
先

行
し
て
、厚
生
労
働
省
で
は
平
成
25
年
か

ら
生
活
困
窮
者
自
立
促
進
支
援
モ
デ
ル

事
業
を
全
国
で
開
始
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。こ
れ
ら
モ
デ
ル
事
業
の
動
向
な
ど
も

踏
ま
え
な
が
ら
、あ
ら
ゆ
る
支
援
策
が

機
能
す
る
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
、関

係
者
間
で
協
議
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

緊急に支援が必要になった一般市民世帯

尼崎市
福祉関連部署

フードバンク関西

芦屋市
福祉関連部署食品保管庫

相談

要請 要請

要請 要請

相談自立・就労支援
生活保護

保管庫に
食糧補充

状況に応じ
食糧準備

自立・就労支援緊急食支援

尼崎市市民福祉振興協会 芦屋市社会福祉協議会

■図1 自立相談支援事業と各種支援策との関係

◆自立相談支援事業 ◆「住居確保給付金」の支給
居住支援

◆一時生活支援事業
緊急一時支援

◆家計相談支援事業
家計再建支援

◆学習支援
子ども・若者支援

◆就労準備支援事業

◆就労訓練事業（いわゆる「中間的就労」）
◇ハローワークとの一体的支援（国が実施）

再就職のために居住の確保が必要

就労に一定期間が必要

なお一般就労が困難な場合

直ちに一般就労が可能

緊急に衣食住の確保が必要

家計から生活再建を検討

貧困の連鎖防止

生活保護に至る手前の段階の
自立支援を強化するため、生
活困窮者に対し、以下の支援
を実施。
①就労の支援その他の自立
　に関する問題について相談
　対応
②生活困窮者の抱えている課
　題を評価・分析し、そのニー
　ズを把握
③ニーズに応じた支援が計画
　的に行われるよう、自立支援
　計画を策定　等

本
人
の
状
況
に
応
じ
た
支
援

就労支援
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地域で支え合い、地域を元気にする
取り組みを紹介します。

か
や
」と
い
う
名
称
で
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
地
区
の
長
老
で
あ
る
道
下
さ
ん
は
91
歳

で
、「
な
か
や
」の
相
談
役
だ
。「
住
民
が
楽

し
ん
で
集
う
こ
と
が
大
切
。お
い
し
い
も

の
は
人
を
つ
な
ぐ
」と
い
う
長
老
の
思
い

を
受
け
て
、餅
や
団
子
づ
く
り
、そ
ば
打
ち

大
会
な
ど
の
集
い
の
場
を
催
し
、〝
食
〞を

通
じ
た
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、気
の
合
う
仲
間
で
の

食
事
会
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

場
で
住
民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
深
ま
っ
て
い
る
。オ
ー
プ
ン
後
も
囲
炉

裏
を
復
活
さ
せ
た
り
、庭
を
き
れ
い
に
し

た
り
と
、住
民
の
思
い
が
集
ま
り
、拠
点
の

　
田
植
え
の
終
わ
っ
た
日
曜
日
の
お
昼

前
、京
都
府
と
の
県
境
に
あ
る
小
坂
区
で
、

茅
葺
き
屋
根
の
民
家
に
続
々
と
住
民
が

集
ま
り
始
め
る
。女
性
陣
は
か
ま
ど
で
談

笑
し
な
が
ら
ご
ち
そ
う
を
作
り
、草
刈
り

を
終
え
た
男
性
陣
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
火

を
手
際
よ
く
お
こ
し
て
い
く
。み
ん
な
で

協
力
し
合
っ
て
準
備
を
進
め
る
様
子
は
、

親
戚
の
集
ま
り
の
よ
う
で
あ
る
。

　
県
内
の
多
く
の
小
規
模
集
落
で
地
域

活
動
の
担
い
手
が
少
な
く
な
り
、集
落
の

維
持
も
困
難
と
な
る
中
で
、小
坂
区
で
は

毎
月
の
よ
う
に
住
民
が
集
ま
り
、交
流
を

楽
し
ん
で
い
る
。

　
「
こ
の
古
民
家
は
先
人
が
残
し
た
貴
重

な
財
産
。区
の
中
心
に
あ
る
大
き
な
家
が

朽
ち
果
て
て
い
く
の
が
残
念
で
、少
し
で

も
長
く
次
世
代
へ
引
き
継
ぎ
た
か
っ
た
」

と
区
長
の
田
口
さ
ん
は
語
る
。地
区
の
会

合
で
改
修
を
提
案
し
た
時
、維
持
の
問
題

な
ど
不
安
の
声
も
上
が
っ
た
が
、集
落
の

こ
れ
か
ら
を
考
え
て
一
念
発
起
。地
区
総

出
で
真
っ
黒
に
な
り
な
が
ら
片
付
け
を

行
い
、木
材
を
持
ち
寄
っ
て
改
修
を
進
め
、

昨
年
の
6
月
に
地
域
の
拠
点
と
し
て「
な

新
た
な
魅
力
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。

　
当
初
は
不
安
の
声
も
あ
っ
た
が
、「
な
か

や
」で
の
集
ま
り
が
地
域
に
元
気
と
つ
な

が
り
を
作
っ
て
い
る
と
い
う
実
感
を
住
民

は
抱
い
て
い
る
。地
区
の
将
来
に
つ
い
て

の
話
し
合
い
も
、回
数
を
重
ね
る
ご
と
に

活
発
に
な
っ
て
き
た
。「
い
く
つ
に
な
っ
て

も
、前
向
き
に
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
。『
な
か
や
』の
立
上
げ
を
通
じ
て
い
ろ

ん
な
こ
と
を
教
わ
っ
た
」と
語
る
田
口
さ

ん
。い
つ
ま
で
も
愛
着
の
あ
る
地
域
に
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
こ
と
は
住
民
の
願
い
で

も
あ
る
。「
な
か
や
」を
通
じ
て
、家
族
の

よ
う
に
気
に
掛
け
合
え
る
住
民
の
つ
な
が

り
が
深
ま
り
、住
民
の
支
え
合
い
の
力
の

高
ま
り
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

古
民
家
を
改
修
し
た
集
落
の

シ
ン
ボ
ル

交
流
を
通
じ
て
地
域
が
元
気
に

みんなでつくる
ひょうごの福祉

　今回は、豊岡市但東町の小坂（こざこ）区にお邪
魔したよ。ここは、21世帯44人の住民の皆さんが
暮らす高齢化率約50%の集落。山深い地域では高
齢化と過疎化が進んでいるけど、この地域の皆さん
は元気で楽しそう！　皆さんの元気の秘訣は何なの
かな？　ちょっとのぞいてみよう。

取材を終えて
　「なかや」にお邪魔したところ、親戚のお
家のような優しく懐かしい雰囲気で迎え入
れていただきました。集落の住民の皆さん
が自然に過ごされている様子に、寄り合え
る場が持つ魅力を感じました。「世代間交
流」や「過疎対策」などと型にはめて考えな
くても、普段の暮らしをつないでいく場があ
れば、自然に人のつながりも育っていくと思
いました。

「ストップ・ザ・無縁社
会」

広がれ！全県キャンペ
ーン

http://stop-mue
n.jp

協賛事業のお知らせ キャンペーンの推進団体が
200団体となりました！！

Ricoの夏まつり
（社会福祉法人 かがやき神戸）

日　時　平成25年7月21日（日）10：00～14：00
会　場　コミュニティーカフェ「Ｒｉｃｏ」
　　　　（日新信用金庫玉津支店の前）
内　容　バザー（古着、古本、食器、リサイクル品多数）、
　　　　模擬店（わたがし、たこ焼き、カレーなど）
問い合わせ先
　　　　社会福祉法人 かがやき神戸
　　　　コミュニティーカフェ「Rico」
　　　　神戸市西区王塚台7-39
　　　　☎078-926-1170　FAX078-926-0090

「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペーンの
最新情報や、支え合いのメッセージをお伝えします。

囲炉裏を囲んで会話にも花が咲く

集落全員が家族のようにつながる場
～古民家を改修した地域拠点「なかや」の魅力～

「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペーン推進協議会の幹事会を開催しました！
　6月19日、県福祉センター
にて第2回目となる「ストップ・
ザ・無縁社会」全県キャンペー
ン推進協議会の幹事会が開
催されました。
　冒頭のあいさつでは、代表幹事で本会会長の武田
政義より、「このたび策定された兵庫長期ビジョンの推
進方策でも、『つながりによる家族・地域の再生』が盛
り込まれた。今まで以上に、『ストップ・ザ・無縁社会』に
向けた啓発活動を展開してまいりたい」との抱負が語
られました。
　その後、平成24年度の事業報告・決算について報告
するとともに、平成25年度の事業計画・予算について
の協議を行い、2月の幹事会で意見のあった「身に着け
られる」広報グッズの作成について、事務局より提案し
た結果、幹事の皆さんより了承いただきました。

　また、平成25年度の総会・記念講演会については、
8月下旬を目安に日程調整を行うことが確認されまし
た。あわせて、各幹事団体・推進団体より独自の取り組
みやキャンペーンに関するメッセージを募集し、総会
で紹介していくことなどが確認されました。
　総会・記念講演会については、詳細な日時などが決
まりましたら、本紙および専用ホームページ（http://
stop-muen.jp）でご案内させていただきます！

　このたび、キャンペーンの協賛事業として、下記の
行事が開催されます。各推進団体において、同様の事
業がありましたら、本紙およびホームページで広報い
たしますので、ぜひお知らせください！

　このたび、新たに下記の団体より参画の申し出をい
ただきました。これにより、推進団体がついに200団
体に到達いたしました！ （6月6日現在）

ＴＯＰＩＣＳ

「なかや」の外でも
集いの準備が進む

新たに参画した団体
社会福祉法人かがやき神戸

　全県キャンペーンでは、300団体を目標に、引き続
き推進団体を募集しています。さらに多くの皆さんの
ご参加をお待ちしています。
　また、「ひょうごの福祉」の特集を
まとめた冊子やこのたびリニュー
アルしたのぼりなど、ご希望の場
合は、ご遠慮なく事務局（兵庫県社
協☎078-242-4633）までお知ら
せください！
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子どもから大人までみんなが主役「わがまち探検隊」！

ん
は
話
す
。生
産
量
や
品
質

面
の
問
題
な
ど
の
壁
を
乗
り

越
え
、丁
寧
な
手
仕
事
の
良

さ
を
商
品
の
付
加
価
値
に
し

て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
流
れ
を

つ
く
っ
た
。

　
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
考
え
た
ア

イ
テ
ム
を
雑
貨
作
家
が
デ
ザ

イ
ン
し
、作
業
所
が
一
部
の

パ
ー
ツ
を
作
っ
て
、メ
ー
カ

ー
が
商
品
と
し
て
仕
上
げ
て

い
く
。量
産
の
商
品
の
中
に
、

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の
温
か
さ
を
生
か
し
た
デ
ザ
イ
ン
を
取

り
入
れ
、〝
ア
ト
リ
エ
メ
イ
ド
〞と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
名
で

流
通
さ
せ
た
。「
一
つ
成
功
例
が
で
き
る
と
、そ
こ
か
ら

次
々
と
広
げ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。新
し
い
企

画
を
ど
ん
ど
ん
展
開
し
て
い
き
な
が
ら
、10
年
間
続
け

て
い
ま
す
」

　
さ
を
り
織
り
を
使
っ
た
ス
マ
ホ
ポ
ー
チ
や
手
作
り
ガ

ラ
ス
を
使
っ
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、ハ
ン
ド
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン

グ
の
バ
ッ
グ
な
ど
、一
つ
ず
つ
が
微
妙
に
違
っ
て
、世
界

に
一
つ
だ
け
の
も
の
が
生
ま
れ
る
。商
品
に
は
作
業
所

　
株
式
会
社
フ
ェ
リ
シ
モ
は
、2
0
0
3
年
よ
り
社
会

福
祉
法
人
プ
ロ
ッ
プ・ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、兵
庫
県
、神
戸

市
と
共
に
地
域
の
授
産
施
設
や
小
規
模
作
業
所
な
ど

に
呼
び
掛
け
、チ
ャ
レ
ン
ジ
ド・ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ・プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト（
Ｃ
Ｃ
Ｐ
）を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。障
害
を
持

つ
人
は
、神
様
か
ら
挑
戦
と
い
う
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
ら

れ
た「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
」。障
害
を
持
ち
な
が
ら
社
会
参

加
し
よ
う
と
し
て
い
る
彼
ら
の
活
躍
の
場
を
増
や
し
、

そ
の
自
由
な
感
性
や
丁
寧
な
も
の
づ
く
り
を
仕
事
に

つ
な
げ
た
い
、と
い
う
想
い
が
発
端
だ
。

　
「
何
が
で
き
る
か
そ
の
と
き
は
ま
だ
分
か
ら
な
か
っ

た
ん
で
す
。自
主
製
品
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
と
参
加
を

呼
び
掛
け
た
と
こ
ろ
、2
0
0
以
上
の
施
設
か
ら
応
募

い
た
だ
き
ま
し
た
。私
た
ち
と
も
の
づ
く
り
を
し
て
い

く
と
す
れ
ば
ど
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
を
、一
緒

に
検
討
し
て

い
っ
た
こ
と
が

始
ま
り
で
す
」

と
、ス
タ
ー
ト

か
ら
Ｃ
Ｃ
Ｐ
を

担
当
し
て
き
た

し
あ
わ
せ
共

創
部
の
永
冨
さ

CCPの最新カタログ

手作りガラスのネックレス（上）とさをり織りのスマホポーチ（下）

障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
社
会
参
加
を
応
援

チ
ャ
レ
ン
ジ
ド・ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ・プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

ー
株
式
会
社
フ
ェ
リ
シ
モ
ー

の
名
前
や
紹
介
文
、メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど

が
記
載
さ
れ
た
情
報
カ
ー
ド
が
必
ず

付
い
て
お
り
、こ
れ
も
作
業
所
や
授
産

施
設
の
ス
タ
ッ
フ
の
仕
事
に
対
す
る
や

り
が
い
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
「
今
後
も
た
く
さ
ん
の
作
業
所
と
一

緒
に
仕
事
を
し
て
、よ
り
多
く
の
ク
リ

エ
イ
タ
ー
や
メ
ー
カ
ー
、お
客
さ
ま
に

も
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、魅
力

的
な
商
品
を
生
み
出
す
と
同
時
に
、障

害
の
あ
る
人
た
ち
の
理
解
を
さ
ら
に

深
め
る
よ
う
な
お
手
伝
い
が
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。全
国
の
お
客
さ
ま
と
つ
な
が
っ
て
い

く
こ
と
で
、ス
タ
ッ
フ
の
励
み
に
し
て
い
た
だ
け
た
ら

嬉
し
い
で
す
」と
永
冨
さ
ん
は
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
た
。

まちとつながる・住民とつながる！
企業・ＮＰＯの地域づくりリポート

み
ん
な
で
つ
く
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

多
様
な
つ
な
が
り
か
ら

魅
力
的
な
商
品
を

株
式
会
社
フ
ェ
リ
シ
モ

所
在
地
　
神
戸
市
中
央
区
浪
花
町
5
9
番
地 

T
E
L 

0
7
8-

3
2
5-

5
7
2
8

U
R
L http://w
w
w
.felissim

o.co.jp/

C
C
P
で
は
一
緒
に
商
品
作
り
を
し
て
い
く

仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

パ
ー
ト
ナ
ー
募
集
　http://feli.jp/ccppartner/

商
品
掲
載
　http://feli.jp/s/ccp/

「
気
づ
き
の
事
例
検
討
会
」の
詳
細
は
兵
庫
県
介

護
支
援
専
門
員
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

U
R
L

http://w
w
w
.hyogo-carem

anet.com
/

Personal History

ひ
も
と
く
場
で
す
。三
田
市
内
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
に
声
を
か
け
、当
初
年
1
、2
回
か

ら
始
め
ま
し
た
。現
在
で
は
、基
礎・実
践
コ

ー
ス
別
に
月
１
回
の
取
り
組
み
に
ま
で
発

展
し
、参
加
者
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
立

場
で
関
わって
い
ま
す
。

　
20
代
の
頃
、一
人
暮
ら
し
で
身
寄
り
の

な
い
高
齢
者
A
さ
ん
の
事
例
を
検
討
会
に

出
し
ま
し
た
。

 

ほ
ぼ
毎
日
、近
く
の
小
売
店
へ
買
い
物
に

行
く
A
さ
ん
。参
加
者
か
ら

「
小
売
店
と
の
関
係
は
？
」と

質
問
さ
れ
、は
っ
と
し
ま
し
た
。

〝
近
隣
の
方
の
見
守
り
が
大
事

で
あ
る
〞こ
と
は
知
識
と
し
て

知
っ
て
い
た
も
の
の
、そ
こ
に

ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
て
い
な
い
自

分
に
気
づ
き
ま
し
た
。「
3
日

顔
を
見
な
い
日
が
続
い
た
ら

連
絡
を
く
だ
さ
い
」と
、地
域

の〝
チ
カ
ラ
〞を
お
借
り
し
ま

し
た
。こ
れ
以
降
小
売
店
の
方

と
は
、A
さ
ん
以
外
に
も
地
域

で
気
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
伝
え
て
も

ら
え
る
間
柄
に
な
り
ま
し
た
。

　
相
談
援
助
は
一
人
仕
事
で
あ
る
こ
と

も
多
く
、思
い
悩
む
こ
と
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。し
か
し
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ら
が

お
互
い
に
気
づ
き
を
共
有
し
、刺
激
し
合

い
な
が
ら
育
っ
て
い
く
こ
と
で
、よ
り
よ

い
支
援
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
は
じ
め
、

地
域
で
困
っ
て
い
る
人
を
支
え
る
数
多
く

の
支
援
者
と
出
会
い
、共
に
学
び
続
け
て

い
き
た
い
で
す
。

　
人
に
は
来
る
べ
き
時
に
そ
の
時
の
自
分

に
合
っ
た
出
来
事
が
訪
れ
ま
す
。出
会
い

や
学
び
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
さ
な
い
よ
う

に
、と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
学
び
、悩
み
な
が
ら
、仲
間
と
共
に〝
気

づ
き
〞を
重
ね
る
場
づ
く
り
に
取
り
組
む

前
川
さ
ん
。ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
力
量
ア
ッ

プ
が
、地
域
の
困
り
ご
と
を
抱
え
た
方
の

笑
顔
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
に
期
待
が

高
ま
り
ま
す
。

　　
「
前
川
さ
ん
、人
間
性
だ
け
で
仕
事
し
ち

ゃ
だ
め
よ
」

　
福
祉・介
護
の
現
場
で
自
分
な
り
に
必

死
だ
っ
た
20
代
の
と
き
、お
世
話
に
な
っ
て

い
る
大
学
の
先
生
か
ら
か
け
ら
れ
た
言
葉

が
ず
っ
と
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。価
値
や
倫

理
の
大
事
さ
を
理
解
し
た
上
で
、「知
識
や

技
術
を
身
に
つ
け
て
そ
の
人
に
あ
っ
た
支

援
を
し
た
い
」と
強
く
思
い
ま
し
た
。

　
対
人
援
助
の
プ
ロ
セ
ス
を
振
り
返
る「
気

づ
き
の
事
例
検
討

会（
以
下
、「
検
討

会
」）」を
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー（
介
護
支
援

専
門
員
）の
仲
間
と

始
め
た
の
も
こ
の

頃
か
ら
で
す
。

　
検
討
会
は
、気
に

な
る
事
例
を
持
ち

寄
り
、関
わ
り
の
プ

ロ
セ
ス
を
全
員
で

あ
な
た
の
原
点
は
？ 

印
象
に
残
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
？

力
を
入
れ
た
い
活
動
は
？

取
材
を
終
え
て

このコーナーでは、県内の社協職員など“地域福祉を進める人々”の活動を取り上げながら、
ワーカーとしての想いを伝えます。

21歳

22歳

26歳
ごろ

31歳

地域を駆
ける！

ワーカー物語

社会福祉法人 三翠会
特別養護老人ホーム さんすい園

前川 嘉彦さん
まえ  が わ 　よし  ひこ

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
？

支
え
る
人
た
ち
と
共
に
学
び
、気
づ
く
こ
と
で
、

そ
の
人
に
合
っ
た
支
援
を
し
た
い

互いを認め合い
つつ、率直な意見
が交わされる事
例検討会

さんすい園のアルバイトで高齢者と接す
る面白さを感じる

さんすい園に就職　ケアワーカーや相談
員などを経て、ケアマネジャーに（現在は
課長・主任生活相談員）

市内外のケアマネジャーらと「気づきの
事例検討会」を開始

県内のケアマネジャーへの
講師を担う

2013 July2013 July9 8



問い合わせ先
兵庫県社協 総務企画部　☎078-242-4633　FAX 078-242-4153　E-mail info@hyogo-wel.or.jp

公益財団法人 兵庫県手をつなぐ育成会

みんなの広場

アピールしたい活動の
情報をお寄せください。

公益財団法人兵庫県手をつなぐ育成会
〒651－0062神戸市中央区坂口通2-1-1兵庫県福祉センター 5階
☎078-242-4644　ＦＡＸ078-242-4069

連絡先

　手をつなぐ育成会では、知的障害者の自立と社会参加を支援
し、絆を深めこころ豊かに暮らせる共生社会を目指して、研修事
業・啓発事業・支援事業を行っています。
　手をつなぐ育成会には地域生活・就労支援部会、学齢期部会、
権利擁護部会、本人活動支援部会、施設・事業所部会、高齢化
対策部会の6つの部会がありバラエティに富んだ活動を行っ
ています。特に昨年発足した高齢化対策部会は、高齢化社会の
中で親子ともども高齢化問題を抱えている会員が増えていく
ことを踏まえた研修に力を入れています。

　また、若い世代はイン
ターネットの普及から人
と人のつながりが希薄に
なり、困ったときはネット
の情報だけに頼りがちの
人も多く見受けられます。
同じ悩みを抱えている人

絆を深め こころ豊かに暮らせる共生社会を目指して

平
成
24
年
度
県
社
協
の

事
業・決
算
報
告

当
事
者
の
声
を
聴
き
、

「
社
協
ら
し
さ
」を
考
え
る

〜
社
会
福
祉
協
議
会
新
任
職
員

研
修
を
開
催
〜

　
5
月
20
〜
21
日
、社
協
新
任
職
員
研
修

を
開
催
し
、県
内
の
社
協
職
員
70
人
の
参

加
が
あ
っ
た
。本
年
度
は
、新
た
に
当
事
者

の
思
い
を
住
民
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る

力
の
習
得
を
目
的
と
し
て
、当
事
者
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
社
協
の
広
報
紙

を
作
成
す
る
と
い
う
演
習
を
設
定
し
た
。

登
壇
い
た
だ
い
た
当
事
者
の
会
の
代
表
者

か
ら
は
、「
介
護
者
は
自
分
一
人
で
抱
え
込

ま
ず
、で
き
る
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
介
護

に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
」「
仲
間
を
組
織

化
し
、人
を
支
え
る
こ
と
で
自
分
も
支
え

ら
れ
て
い
る
」と
いっ
た
報
告
が
あ
っ
た
。

　
完
成
し
た
広
報
紙
に
は
、「
当
事
者
同

士
で
日
頃
の
悩
み
を
話
し
合
え
る
場
が
あ

る
こ
と
で
、お
互
い
に
支
え
合
う
関
係
が

生
ま
れ
る
」な
ど
、参
加
者
の
気
付
き
や
そ

れ
ぞ
れ
が
読
者
に
伝
え
た
い
と
感
じ
た
こ

と
が
書
き
込
ま
れ
た
。ま
た
、参
加
者
か
ら

は
、「
当
事
者
や
住
民
の
困
り
ご
と
に
耳
を

傾
け
、一
緒
に
考
え
、地
域
に
発
信
し
た

い
」「
社
協
に
し
か
で
き
な
い
活
動
を
し
た

い
」と
今
後
の
意
気
込
み
が
発
表
さ
れ
た
。

　
最
後
に
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
後
藤

至
功
さ
ん（
佛
教
大
学
講
師
）か
ら
、住
民

一
人
一
人
の
思
い
や
課
題
を
大
切
に
し
、

発
信
し
続
け
る
と
い
う
社
協
の
役
割
の

重
要
性
が
強
調
さ
れ
た
。今
回
の
研
修

は
、新
任
職
員
に
と
っ
て
、当
事
者
の
声
に

触
れ
、何
を
ど
う
住
民
に
伝
え
る
の
か
、

そ
の
方
法
や
意
義
を
学
ぶ
貴
重
な
機
会

と
な
っ
た
。

　
5
月
30
日
、本
会
理
事
会・評
議
員
会
に

て
平
成
24
年
度
の
県
社
協
事
業
報
告
と

決
算
が
承
認
さ
れ
た
。「
2
0
1
5
年
計

画
」に
基
づ
く
平
成
24
年
度
の
特
徴
的
な

取
り
組
み
と
収
支
概
要
は
次
の
と
お
り
。

　
〝
無
縁
社
会
〞に
警
鐘
を
鳴
ら
す
た
め

の
県
民
運
動
と
し
て
8
月
よ
り
開
始
し
た

本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、社
会
福
祉
夏
季
大

学
な
ど
を
通
じ
て
啓
発
用
資
材
の
配
布

等
を
行
っ
た
ほ
か
、地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開

催
支
援
や
機
関
紙・ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ

る
広
報
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
た
。

　
市
町
社
協
の
地
域
福
祉
推
進
計
画
の

策
定
支
援
や
全
国
校
区・小
地
域
福
祉
活

動
サ
ミ
ッ
ト
の
共
催
な
ど
を
通
じ
て
全
県

的
な
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る
と
と
も

に
、社
協
の
基
盤
強
化
方
策
等
に
つ
い
て

研
究
を
行
い
、そ
の
成
果
を「
見
守
り
活
動

サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
」な
ど
の
報
告
書
と
し
て

発
行
し
た
。

　
兵
庫
県
と
の
協
働
の
も
と
、「
地
域
づ
く

り
活
動
支
援
事
業
」を
推
進
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
の
活
動
支
援
を
行
っ
た
ほ
か
、研
修
等

を
通
じ
て
市
町
社
協
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
機
能
の
向
上
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
強
化
を
図
っ
た
。

　
「
福
祉
の
仕
事
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」の
内
容

を
改
訂
し
た
ほ
か
、新
た
に「
新
任
職
員
Ｏ

Ｊ
Ｔ
担
当
者
研
修
」を
実
施
す
る
な
ど
福
祉

　
6
月
5
日
、県
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
、

㈱
ト
ヨ
タ
レ
ン
タ
リ
ー
ス
兵
庫
に
よ
る
車

椅
子
の
寄
贈
式
が
行
わ
れ
た
。同
社
が
社

会
貢
献
活
動
と
し
て
実
施
し
て
い
る
も

の
で
、今
年
度
で
７
回
目
。当
日
は
、寄
贈

先
の
県
身
体
障
害
者
支
援
施
設
協
議
会
、

県
知
的
障
害
者
施
設
協
会
、県
更
生
施
設

連
盟
へ
目

録
が
手
渡

さ
れ
、本
会

の
武
田
会

長
か
ら
同

社
の
瀧
川

社
長
に
感

謝
状
が
贈

呈
さ
れ
た
。

「
ス
ト
ッ
プ・ザ・無
縁
社
会
」

全
県
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
ス
タ
ー
ト

寄
付
に
つ
い
て（
お
礼
）

同士が語り合え、情報交換をしてこそ解決方法が見つかること
も多々あります。手をつなぐ育成会は学齢期の子どもを持つ
保護者や、障害を持たれている本人たちのためにそのような
場を提供し研修や支援する活動も行っています。
　人と人がつながり支え合うことで問題解決の道も開かれる
ことがあります。それこそが手をつなぐ育成会の「手をつなぐ」
の本当の意味となるものです。会員・地域・行政が手をつない
で、知的障害者だけではなく全ての人にとって住みよい社会に
なるよう活動していきます。

一般会計・公益事業特別会計・収益事業特別会計
資金収支計算書 （単位：千円）

区 分

経常活動に
よる収支

施設整備等に
よる収支

経常活動資金収支差額

施設整備等資金収支差額

収 入
支 出

収 入
支 出

財務活動に
よる収支
財務活動資金収支差額

収 入
支 出

当期資金収支差額合計

473,224
408,266
64,958

0
207

△ 207
339,595
366,028
△ 26,432
38,317

16,129
16,005
123
0
0
0
0

123
△ 123

0

収 支 一般会計 収益事業
特別会計

936,581
849,000
87,580

0
1,590

△ 1,590
3,988,081
4,062,582
△ 74,500
11,489

公益事業特別会計

その他の特別会計資金収支計算書 （単位：千円）

区 分

経常活動に
よる収支

施設整備等
による収支

経常活動資金収支差額

施設整備等資金収支差額

収 入
支 出

収 入
支 出

財務活動に
よる収支
財務活動資金収支差額

収 入
支 出

当期資金収支差額合計

538,815
1,043,278
△ 504,463

0
0
0

6,596,077
8,082,271

△ 1,486,194
△ 1,990,657

151
34
116
0
0
0
21
177

△ 156
△ 39

収 支 生活福祉資金
特別会計

生活復旧資金
特別会計

14,289
44,426

△ 30,137
0
0
0

18,772
0

18,772
△ 11,364

要保護世帯向け
不動産担保型
生活資金特別会計

284,593
284,593

0
0
0
0
0
0
0
0

生活福祉資金
貸付事務費
特別会計

61,752
99,822

△ 38,069
0

2,696
△ 2,696

0
0
0

△ 40,766

臨時特例つなぎ
資金貸付事業
特別会計

23,126
418

22,707
0
0
0
0

29,889
△ 29,889
△ 7,181

生活福祉資金
（災害）特別会計

県
社
協
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に

基
づ
い
た
取
り
組
み

Ａｃｔｉｏｎ
1

Ａｃｔｉｏｎ
2

市
町
域
で
の
地
域
福
祉
の

推
進
力
を
高
め
る
支
援

多
様
な
主
体
が
つ
な
が
り
、

資
源
が
循
環
す
る
仕
組
み
づ
く
り

Ａｃｔｉｏｎ
3
質
の
高
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

充
実・開
発

Ａｃｔｉｏｎ
4
〝
暮
ら
し
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
〞

の
充
実・強
化

人
材
の
確
保・育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、

社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
公
益
的
な
取
り
組

み
に
関
す
る
調
査
を
行
い
、新
た
な
仕
組
み

づ
く
り
に
つ
い
て
の
検
討
を
開
始
し
た
。

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
の
新

規
契
約
が
2
0
6
件
に
上
る
な
ど
、利
用

件
数
が
大
き
く
増
加
し
た
。ま
た
、生
活

困
窮
者
支
援
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る

中
で
、市
区
町
社
協
に
お
け
る
生
活
福
祉

資
金
の
相
談
支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
の

研
修
や
実
態
把
握
を
行
っ
た
。

※
事
業・決
算
報
告
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
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知的障害者福祉大会（今年度は近畿知的障害者福祉大会を併催）
成年後見人養成講座　　　　8講座（延４日間）　県下2地区
地域生活援助者養成講座　　8講座（延４日間）
障害基礎年金学習会　　　　4会場（特別支援学校）

こんな取り組みをしています

成年後見人養成講座の様子

「会の設立時の思いは？」「日頃の活
動で切にしていることは？」など、当事
者の会の代表者に質問を投げ掛ける。

ひょうごの福祉

2013 July11 2013 July 10

兵庫県社協の会員からの情報発信コーナーです

N OW
ひょうごの福祉

県社協の活動や県内の福祉に関する最新の動きを発信します。N OW
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公益財団法人
兵庫県青少年本部

1対1の
お見合いを
紹介します！
お申し込みは

最寄りのセンターまで

〒６５０-００１１　神戸市中央区下山手通４-１６-３
TEL（０７８）８９１-７４１５　FAX（０７８）８９１-７４１８サポートセンター本部

神戸出会いサポートセンター（縁結びサロン）

I N F O R M A T I O N・ 伝言板

助成金情報

8月

7月

●申●問NHK厚生文化事業団「障害福祉賞」係
TEL03-3476-5955

URL　http://www.npwo.or.jp/

第19回NHKハート展
平成26年2月以降全国を巡回する､第19回
「ＮＨＫハート展」の詩を募集します。
作品規定　障害のある人が書いた100字程
度の詩(短くても可)｡テーマ自由､タイトル
要｡自作の未発表の詩に限る｡応募は一人5
編まで｡点字による応募も可能｡

選考数　50編
締切り　平成25年8月8日（木）必着
●問ＮＨＫ厚生文化事業団「ＮＨＫハート展」係
TEL03-3476-5955

URL　http://www.nhk-sc.or.jp/heart-pj/
art/heart/poemform/

2013年度「コラボ・アート21」作品募集中！
障害のある方々から絵画・陶芸などの作品を
公募し、入選作品を展示します。
応募資格　障害のある方で関西圏にお住まい
の方。個人・グループは問わない。

締切り　平成25年9月6日（金）
●問コラボ・アート21事務局
TEL080-5634-6500

URL　http://www1.kepco.co.jp/
kyousei/fukushi/art/index.html

　
東日本大震災復興支援
聞きたい伝えたいなんでも話隊
東日本大震災の影響で関西にお越しの方を対
象に開催します。
日時　平成25年7月20日（土）13：30～15：30
会場　花と緑のまちづくりセンター（明石市明
石公園内）

内容　参加者同士の交流、司法書士・臨床心
理士によるなんでも相談会など（参加無料）
●申●問兵庫県司法書士会
TEL090-1899-7209

平成25年度 介護支援専門員実務研修
受講試験対策模擬試験
主催　一般社団法人 兵庫県老人福祉事業協会
日時　平成25年9月16日（月･祝）10:00～16:00
会場　兵庫県私学会館4階 大ホール
受講料　兵庫県老人福祉事業協会の会員施設
の職員 3,000円、その他 1万円

締切り　平成25年7月31日（水）必着
●申●問中央法規出版株式会社 大阪営業所 
TEL 06-6351-9079

URL　http://www.hyogo-kenrokyo.jp/

福祉活動等に対する助成金の情報です。詳細は、
それぞれの問い合わせ先にご確認ください。
一般財団法人 松翁会
平成25年度 社会福祉助成金
社会福祉に関する民間の事業を対象に助成し
ます｡
対象　原則として法人､団体で以下の基準を
満たすこと①障害者の福祉向上案件・難病
案件・虐待防止案件を対象とする②明確な
企画に基づく事業で具体的な計画を持つ
こと③推進体制が確立しており､自己資金
の調達の努力をしていること など

助成金額　1件上限60万円（総額700万円）
締切り　平成25年7月31日（水）消印有効
●申●問一般財団法人松翁会 社会福祉事業部
助成係 TEL03-3201-3225

URL　http://shouohkai.or.jp/zaidanhojin
_shououkai/business/index.html

公益財団法人 みずほ福祉助成財団
平成25年度 社会福祉助成金
障害児者の福祉向上のための先駆的･開拓的
事業や研究に対して助成を行います｡
対象　社会福祉法人､特定非営利活動法人
等の非営利法人および任意団体､小規模作
業所等又は5人以上で構成の研究グループ

対象事業　障害児者に関する事業および研究
で､先駆的･開拓的事業および研究

助成金額　事業助成:1件15万円以上100万
円限度､研究助成:100万円限度

締切り　平成25年7月31日（水）必着
●申●問公益財団法人みずほ福祉助成財団 
　TEL03-3201-2442
URL　http://homepage3.nifty.com/
　mizuhofukushi/bosyu/bosyu01.html 

第48回NHK障害福祉賞
障害のある方､障害のある方とともに歩んで
いる方から､体験記録を募集します｡
募集部門　第１部門 :障害のあるご本人の部門
第２部門：障害のある人とともに歩んでい
る人の部門

応募規定　未発表の作品のみ､著作を職業と
している人の応募は不可｡字数は8000字
(400字詰め原稿用紙20枚)以内｡

賞　最優秀賞:賞状･賞金50万円･副賞､優秀
賞:賞状･賞金20万円･副賞､佳作賞:賞状･
賞金5万円･副賞､矢野賞:賞状･賞金20万
円･副賞

締切り　平成25年7月31日（水）消印有効

1日

1～2日

2日～
9月12日

3日

4日

5日

9日

11日

18～19日

19日

24･31日

25日

26日

29日

29日･
8月26日

30日

2日

6日

22日

29日

福祉サービス利用援助事業生活支
援員研修会（新任）◆県福祉センター
県民児連主任児童委員部会全県研
修会◆神戸ポートピアホテル
介護支援専門員更新Ｂ・再研修◆県
社会福祉研修所
第１回権利擁護部会◆県福祉セン
ター
第１回地域福祉推進部会◆県福祉
センター
第１回市町社協活動推進協議会幹
事会◆県福祉センター
第１回福祉事業推進部会◆県福祉
センター
第１回社協マネジメント塾◆県福
祉センター
会計実務担当者研修（基礎編）◆県
社会福祉研修所
相談面接技術研修（初級・Ａコース）
◆県社会福祉研修所
経営協 第２２６回理事会◆県福祉
センター
コミュニティワーク基礎研修
◆県社会福祉研修所
社会福祉法人経営計画策定ゼミ
ナール（全４回）◆県福祉センター
第２回県内社協事務局長会議◆県
福祉センター
第５２回社会福祉夏季大学◆神戸
芸術センター
保育リーダーゼミナール（全４回）
◆県社会福祉研修所
県内社協会長会議◆神戸芸術セン
ター
会計実務担当者研修（実践編）保育・
措置コース◆県社会福祉研修所
新任職員ＯＪＴ担当者研修（基礎編）
◆県社会福祉研修所
会計実務担当者研修（実践編）高
齢コース◆県社会福祉研修所
チーム・マネジメントリーダー研修　
Ａコース（全４回）◆県社会福祉研
修所

行事予定
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研修・イベント

認め合い ともにつながり 支え合う みんなでつくる  ひょうごの福祉

兵庫県社会福祉協議会平成25年7月1日発行（毎月1回1日発行 定価150円）　昭和27年4月7日 第3種郵便物承認　発行人：武田政義　発行所：社会福祉法人 兵庫県社会福祉協議会
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特集
「ストップ・ザ・無縁社会」絆つなげる 明日へつながる⑫

地域における生活困窮者支援の課題を考える
「ストップ・ザ・無縁社会」 広がれ！全県キャンペーン

みんなでつくるひょうごの福祉

集落全員が家族のようにつながる場
～古民家を改修した地域拠点「なかや」の魅力～
まちとつながる･住民とつながる! 企業･NPOの地域づくりリポート

障害のある人たちの社会参加を応援
チャレンジド･クリエイティブ･プロジェクト
―株式会社 フェリシモ―
地域を駆ける！ ワーカー物語

支える人たちと共に学び、気づくことで、
その人に合った支援をしたい
社会福祉法人 三翠会 
特別養護老人ホーム さんすい園 前川 嘉彦さん
ひょうごの福祉NOW

みんなの広場

インフォメーション
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この機関紙は赤い羽根共同募金配分金により発行しています。朝来市

7月は「“社会を
明るくする運動”
の強調月間」
だよ！
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